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 いつもお世話になっております。 

 

① 2023年南半球産の収穫状況について 

過去にないようなショートの多さとなっており、特にチリ産は、春先の遅霜の

影響か高いショート率となっています。ニュージーランド産も多くの品種でシ

ョートになっており、両国とも代品がほとんどないため、関係のお客様にはご迷

惑をお掛けし、誠に申し訳ございません。 

3 月 17 日付情勢報告でご紹介の通り、日本全体の初期発注は 1780 万球程度

で、前年の輸入実績に比べ 4％減少していましたが、更に大きな減少となりそう

です。弊社としましては、次年度から南半球への出張を再開し改善を図ります。 

 

② 2023年オランダ産について 

 4 月 28 日の情勢報告でご紹介の通り、オランダの春の天候は悪く、遅い圃場

は定植作業が 5月上旬までかかりました。5月中旬から気候が一変し、約 1か月

雨がなく晴天が続き、6月の平均気温は観測史上最も暑かったと言われています。 

その後、7 月に入ると気候

がまた一変し、春の定植期同

様、1か月程度雨天が続き、現

在に至っています。 

2 年栽培の一部品種では、ボ

ト被害により既に生産見込み

を下方修正したところがあり

ますが、通常の 1 年栽培圃場

は 1 週間程度摘雷が遅れたも

のの(植え付け遅れの 2～3 週

間よりは多少取り戻した印

象?）、状態は良いとの報告を

受けております。 

球根肥大については８．９月

の天候が重要となります。 


